
 

初 年 度 事 業 計 画 書 

（成立の日から令和 5年 3月31日まで） 

特定非営利活動法人 日本養液栽培研究会 

 

 

Ⅰ 事業の実施方針 

 

 日本養液栽培研究会は，わが国における養液栽培技術の向上と技術の普及や，次世代施設園芸，ス

マート農業，持続可能な農業生産，食料の安定供給技術の普及と，それらに関わる人材育成を目的と

する法人である．そのために，機関誌（ハイドロポニックス）の発行，研究会・現地見学会の開催，

技術研修会の開催，わが国の農業政策，現状，将来像などに関する情報の収集と提供，諸外国との研

究・技術交流，その他，上記のような目的を達成するために必要な事業を実施する． 

 

Ⅱ 事業の実施に関する事項 

 １ 特定非営利活動に係る事業 

  (1) 会誌の発行 

  【内  容】 機関誌「ハイドロポニックス」の発行 

  【実施場所】 大阪府堺市北区長曽根町130-42 さかい新事業創造センター100号 

         （有）ダブルワークス 

  【実施日時】 令和4年9月15日および令和5年3月15日 

  【事業の対象者】 本法人の社員および養液栽培に関心をもつ方  々

【収  入】    20,000円（公告収入） 

【支  出】  2,000,000円（消耗品費100千円，印刷費1,000千円，諸謝金100千円， 

               委託費800千円） 

 

  (2) 研究会、講演会、見学会、研修会等の開催 

  ①第92回日本養液栽培研究会および令和4年度総会 

【内  容】 養液栽培の最新情報に関する研究会の開催および総会の開催 

【実施場所】 検討中 

  【実施日時】 令和4年5月頃 

  【事業の対象者】 養液栽培に関心を持つ栽培者，研究者，普及指導関係者，企業開発担当者ほか 

  【収  入】   300,000円（参加費＠3千円×100人） 

  【支  出】   375,000円（消耗品費100千円，賃借料50千円，諸謝金150千円， 

                 委託費25千円，雑費50千円） 

 

  ②養液栽培技術研修会（基礎編：夏の学校） 

【内  容】 養液栽培に関する基礎的な技術研修会 

【実施場所】 オンライン 

  【実施日時】 令和4年8月頃 

  【事業の対象者】 本法人の社員および養液栽培に関心をもつ方  々

  【収  入】   600,000円（参加費＠20千円×30人） 

  【支  出】   210,000円（運搬通信費8千円，消耗品費15千円，印刷製本費150千円， 

                 委託費25千円，雑費12千円） 



 

 

  ③養液栽培技術研修会（実用技術編） 

【内  容】 養液栽培に関する応用技術研修会 

【実施場所】 検討中 

  【実施日時】 令和4年9月頃 

  【事業の対象者】 本法人の社員および養液栽培に関心をもつ方  々

  【収  入】   500,000円（参加費＠25千円×20人） 

  【支  出】   537,000円（旅費交通費100千円，消耗品費250千円，賃借料50千円， 

                 諸謝金100千円，委託費25千円，雑費12千円） 

 

  ④第93回養液栽培研究会および現地見学会 

【内  容】 養液栽培に関する講演会および現地見学会の開催 

【実施場所】 検討中 

  【実施日時】 令和4年11月頃 

  【事業の対象者】養液栽培に関心を持つ栽培者，研究者，普及指導関係者，企業開発担当者ほか 

  【収  入】   0円 

  【支  出】   425,000円（委託費425千円） 

 

  (3)情報の収集・提供 

【内  容】 関連する情報についてのオンラインフォーラムの開催 

【実施場所】 オンライン 

  【実施日時】 毎月1回程度 

  【事業の対象者】 本法人の社員および養液栽培に関心をもつ方  々

  【収  入】      0円 

  【支  出】      0円 

 

  (4) 諸外国との研究・技術交流 

【内  容】 日中韓の施設園芸と植物工場に関する国際ワークショップの共催（主催：韓国） 

【実施場所】 オンライン 

  【実施日時】 令和4年12月頃 

  【事業の対象者】 本法人の社員および関連する研究者，学生など 

  【収  入】      0円 

  【支  出】      0円 

 

 



 

翌 年 度 事 業 計 画 書 

（ 令和5年 4月 1日から 令和6年 3月31日まで） 

特定非営利活動法人 日本養液栽培研究会 

 

 

Ⅰ 事業の実施方針 

 

 日本養液栽培研究会は，わが国における養液栽培技術の向上と技術の普及や，次世代施設園芸，ス

マート農業，持続可能な農業生産，食料の安定供給技術の普及と，それらに関わる人材育成を目的と

する法人である．そのために，機関誌（ハイドロポニックス）の発行，研究会・現地見学会の開催，

技術研修会の開催，わが国の農業政策，現状，将来像などに関する情報の収集と提供，諸外国との研

究・技術交流，その他，上記のような目的を達成するために必要な事業を実施する． 

 

Ⅱ 事業の実施に関する事項 

 １ 特定非営利活動に係る事業 

  (1) 会誌の発行 

  【内  容】 機関誌「ハイドロポニックス」の発行 

  【実施場所】 大阪府堺市北区長曽根町130-42 さかい新事業創造センター100号 

         （有）ダブルワークス 

  【実施日時】 令和5年9月15日および令和6年3月15日 

  【事業の対象者】 本法人の社員および養液栽培に関心をもつ方  々

【収  入】    20,000円（公告収入20千円） 

【支  出】  2,000,000円（消耗品費100千円，印刷費1,000千円，諸謝金100千円， 

               委託費800千円） 

 

 

  (2) 研究会、講演会、見学会、研修会等の開催 

  ①第94回日本養液栽培研究会および令和5年度総会 

【内  容】 養液栽培の最新情報に関する研究会の開催および総会の開催 

【実施場所】 検討中 

  【実施日時】 令和5年5月頃 

  【事業の対象者】 養液栽培に関心を持つ栽培者，研究者，普及指導関係者，企業開発担当者ほか 

  【収  入】   300,000円（参加費＠3千円×100人） 

  【支  出】   375,000円（消耗品費100千円，賃借料50千円，諸謝金150千円， 

                 委託費25千円，雑費50千円） 

 

  ②養液栽培技術研修会（基礎編：夏の学校） 

【内  容】 養液栽培に関する基礎的な技術研修会 

【実施場所】 検討中 

  【実施日時】 令和5年8月頃 

  【事業の対象者】 本法人の社員および養液栽培に関心をもつ方  々

  【収  入】   600,000円（参加費＠20千円×30人） 

  【支  出】   510,000円（旅費交通費100千円，運搬通信費8千円，消耗品費15千円， 



 

                 印刷製本費150千円，諸謝金200千円，委託費25千円， 

                 雑費12千円） 

 

  ③養液栽培技術研修会（実用技術編） 

【内  容】 養液栽培に関する応用技術研修会 

【実施場所】 検討中 

  【実施日時】 令和5年9月頃 

  【事業の対象者】 本法人の社員および養液栽培に関心をもつ方  々

  【収  入】   500,000円（参加費＠25千円×20人） 

  【支  出】   537,000円（旅費交通費100千円，消耗品費250千円，賃借料50千円， 

                 諸謝金100千円，委託費25千円，雑費12千円） 

 

  ④第95回養液栽培研究会および現地見学会 

【内  容】 養液栽培に関する講演会および現地見学会の開催 

【実施場所】 検討中 

  【実施日時】 令和5年11月頃 

  【事業の対象者】養液栽培に関心を持つ栽培者，研究者，普及指導関係者，企業開発担当者ほか 

  【収  入】   0円 

  【支  出】   425,000円（委託費425千円） 

 

  (3)情報の収集・提供 

【内  容】 関連する情報についてのオンラインフォーラムの開催 

【実施場所】 オンライン 

  【実施日時】 毎月1回程度 

  【事業の対象者】 本法人の社員および養液栽培に関心をもつ方  々

  【収  入】      0円 

  【支  出】      0円 

 

  (4) 諸外国との研究・技術交流 

【内  容】 日中韓の施設園芸と植物工場に関する国際ワークショップの共催（主催：中国） 

【実施場所】 オンライン 

  【実施日時】 令和5年12月頃 

  【事業の対象者】 本法人の社員および関連する研究者，学生など 

  【収  入】      0円 

  【支  出】      0円 

 


